












         品詞の使用率からみた和文体・漢文体の特徴












       コンピュータ使用によるキェルケゴールの文体の解析
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         学術文献情報の関係構造化とそのクラスタ分析
                       北海道大学工学部斉藤たつき
 学術文献（ここではおもに研究論文をさすものとする）情報間の構造を解明し，研究に対す
る新しい着想や将来の研究動向を把握する活動は重要である．研究者にとって研究活動を進め
る上で，文献検索・サーベイ等は不可欠ρ作業である．学術文献集合を研究対象として，それ
らから客観的に観測される入力情報や抽出可能た概念情報，あるいは概念情報で構成される学
術文献プロフィールの形成は大きな研究課題といえる．
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